
5月11日（土）、渋谷区文化総合センター大和

田にて、第3回孝道書法講習会を開催しました。

講師は昨年と同じ中国書法の大家・林暉先生。

冒頭、李貴史理事長による講師紹介の中で、

昨年の講習会で林先生が臨書した「百善孝為先」

の書が、中国郵政発行の切手のデザインとして採

用されたことが報告されました。

全体での書法実践の後には、自ら筆を走らせ

ながら、書法の極意として、太細、濃淡などの対

比を強調しつつ、遊び心を持って書くことの大切

さを強調されました。参加者からは「『孝』という

字を書きましたが、最後はバランスを含め『子』の

部分が大事だと教えて頂き、正に親孝行に対す

る子供の姿勢を学びました」等の感想が寄せら

れました。（M.O）

現在、先進諸国はどの国も「少子化」の問

題に悩まされています。私は、この問題を解

決するための根本的な解決策は、「孝道振

興」であると考えています。親が子を愛し、

子もその親の愛に応えて親を労り、感謝の心

で尽くす、そのような相睦まじく暮らす家庭

の姿を見れば、近所の人々は、私たちもあの

ような家庭を築きたいと思い、子供を一人で

なく、二人、三人と産むようになるでしょう。

ですから、孝道振興をもっと、

大きな社会運動として、国にも

働きかけていく必要があると思

います。

私は孝道文化財団に、その先頭に立ってほ

しいと思い、皆さんの活動を応援しています。

ともに手を取り合い、孝道によって、家庭、

地域社会、国、さらには世界の未来を希望で

満たしていきましょう。

林 暉（書道家）
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５月１９日（日）、孝道オンライン交流会

を行いました。今回は、現役の公立中学校の前崎先生をお迎

えして行いました。オンライン交流会は、年齢の幅が広いため、

小学生向けと中高生向け二つのコンテンツで講義をしていた

だきました。小学生向けには、日本文教出版の教科書に掲載

されている『お母さん

親は、お金のために家事を頑

張っているわけではなく、み

んなや自分のために家事を頑

張っているというのが、よく

よくわかったから、少しでも

役立てるように、お手伝いを

少しずつ増やして出来るだけ

継続できるよう頑張りたいと

思いました。（小学生）

前崎崇先生

孝道オンライン交流会とは 当財団主催「孝道作文コンクール」の優秀賞受賞者(孝道奨学生、孝

道大使)を対象に定期的に開催しています。毎回、講師をお招きし、「親孝行」「夢」をテーマにした講話、或

いは講師の専門分野の講話をしていただき、その後、感想や近況の共有の時間を持っています。

の請求書』。中高生

向けには、病気によ

り 右 半 身 付 随 に

なってしまった高校

生の実話『左手一本

のシュート』の動画を

見ました。その後、学

年別に別れ、ブレイク

アウトルームで交流

をしました。（T.M）

(都内公立中学校教諭)

チャットでその感動をシェアするほど…

諦めないで仲間と夢を叶えた実話に大興奮！

自分の体が不自
由でも、あきら

めないで頑張る
気持ちとっても

すごいと思った。
（小学２年生）

両親の愛は一
方的で無条件

だという事を
教えて頂きま

した。(九州支部)



参加される方、約十

年ぶり（？）に再会した

家庭もあり、懐かしい雰

囲気で満たされた場となりました。

前日夜の食事は粽子（ちまき）や松餅を作り

ました。また、ある会員の友人が遊びに来たの

で食事を共にし、家庭的な雰囲気での食事会

となりました。当日昼はみんなでバーベキュー

をし、子供も大人もおいしく食べました。大き

くなった子供たちがたくさん集まり、楽しく遊

んでいたのも印象的でした。（Shibao）

茨城支部設立記念集会

４月７日に茨城県龍ケ崎市にて、孝道文化財

団の茨城支部設立大会を行いました。

李貴史理事長より、孝道文化財団の設立の

経緯や今までの活動についての紹介があり、

またこれから当財団が目指す方向性、活動方

針を熱く語られました。そして茨城支部設立に

対する温かいエールを送られました。

そのあと孝道をテーマにした作文を、大人と

子供みんなで書きました。作文を通して大人も

心情が復興できたようでした。

今回の集いでは茨城県在住の会員だけでな

く千葉など県外からも集まり、中には初めて

家庭料理で食事会～
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静岡県下田市須崎海岸1474-6
TEL：0558-22-3426  FAX：0558-22-3426 詳しくは→

“民宿発祥の地”

価格：1,000円＋税

Amazon、書店、当法人HPで購入で
きます！

孝道作文選集第二集販売中

お問合せはこちら→

孝道文化国際大会 各支部のスケジュール

※予定が変更になる場合がござい

ますので、イベント参加する際は、事

務局または担当にご確認ください。

東北・北海道大会

10月5日(土)

会場未定
090-2979-7041
担当：小野

中部大会

9月16日(月・祝)

名古屋都市センター
080-4108-8396
担当：澤木

首都圏大会

10月下旬予定

2024孝道文化国際大会INTOKYO

日時：12月1日(日) 13時30分開場 14時開演

会場：渋谷区文化総合センター大和田 さくらホール

関西大会

7月15日(月・祝)

加古川市民交流ひろば
080-1281-1614
担当：金杰

各支部の入賞作文の本選・表彰式

九州大会

8月18日(日)

石橋文化センター
(福岡県久留米市）

090-8567-0001
担当：牧瀬


